敷金等に関する確認書（その１）

　　下記の物納申請財産に係る敷金、保証金等の債務については、賃貸人と賃借人との間において

処理し、当該債務を国に引き継がないことを確認します。

記

	物　納　申　請　財　産

	所在
	地番
（種類）
	地目
（構造）
	地積
（数量）
	敷金・保証金等の額

	
	
	
	㎡
	円

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　賃貸人（物納申請者）

（〒　　　－　　　　）

（住所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(フリガナ),氏名)）　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賃借人

（〒　　　－　　　　）

（住所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(フリガナ),氏名)）　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話番号　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

敷金等に関する確認書（その１）

　　下記の物納申請財産に係る敷金、保証金等の債務については、賃貸人と賃借人との間において

処理し、当該債務を国に引き継がないことを確認します。

記

	物　納　申　請　財　産

	所在
	地番
（種類）
	地目
（構造）
	地積
（数量）
	敷金・保証金等の額

	
	
	
	㎡
	円

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


　令和　　年　　月　　日


　　　　　　　　　　　　　　　賃貸人（物納申請者）

（〒　　　－　　　　）

（住所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(フリガナ),氏名)）　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賃借人

（〒　　　－　　　　）

（住所）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(フリガナ),氏名)）　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話番号　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【記載要領】





物納申請財産の登記事項証明書に記載されている内容を転記してください。


また、土地賃貸借契約書その他の提出書類の土地の表示と一致していることを確認してください。契約書等と一致していない場合には、書類の訂正をしてください。





【留意事項】


登記事項証明書と地積測量図の実測数量に差がある場合は、地積更正登記が必要か否かを法務局で確認してください。


地積更正登記の必要がない範囲内の場合は、地積測量図の面積をかっこ書き（小数点以下第2位まで）で記載してください。





賃貸人（物納申請者）が、この確認書に住所、氏名を記載した日を記載してください。








賃貸人（物納申請者）が住所及び氏名を記載してください。


また、連絡先電話番号もできる限り記載してください。





賃貸人（物納申請者）及び賃借人が複数の場合には、別紙を作成するなどして差し支えありません。





賃借人が、この確認書に住所及び氏名を記載した日を記載してください。








賃借人が住所及び氏名を記載してください。


また、連絡先電話番号もできる限り記載してください。
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